ちぢみ きゃはん こん 

汗 じみて 色の 変わ つ た 縮 布の 洋服 を 着て 脚絆の 紺 も 

あせ 草鞋 も ぼろぼろ している。 都からの 落人で なけれ 

ば こんな 風 をして はいない。 すなわち 上田 豊吉 である _ 

二十 年ぶりの 故郷の 様子 は 随分 変わって いた。 日本 

全国、 どこの 城下 も 町 は 新しく 変わり、 士族 小路 は 古 

く 変わる のが 例で あるが 岩 —— も その 通りで、 町の 方 

は 新しい 建物 もで き、 きらびやかな 店 もで きて 万、 何 

となく 今の 世の さまに ともなって いるが、 士族 屋敷の 

方 は その 反対で、 いたるところ、 古い 都の 断 礎の よう 

な 者が あって 一 種 言うべからざる 沈静の 気がすみ ずみ 

まで 行き渡つ ている。 



あ 

に 開けた ところの。 

みち はば 

ただ 豊吉の 目に は 以前より 路 幅が 狭くな つたよう に 

き 

思われ、 樹が 多くな つたよう に 見え、 昔より よほど さ 

せみ 

びし くな つたよう に 思われた。 蟬 がその 単調な 眠そう 

な 声で 鳴いて いる、 寂とした 日の 光が じりじりと 照り 

つけて、 今し もこの 古い 士族 屋敷 は 眠った ように 静か 

である。 

いけがき ね リベ い 

杉 の 生垣 をめ ぐると 突き当たりの 煉塀 の 上に 

ひゃくじ つこう みどり つた 

百日紅が 碧の 空に 映 じていて、 壁 は ほとんど 蔦で 埋 

もれて いる。 その 横に 門が ある。 樫、 梅、 橙 t などの 

庭木の 門の 上に 黒い 影 を 落として いて、 門の 内に は 



かなだらい あるじ 

金盥 を 持って来て くれろ』 という 声 はこの 家の 主人 

あた）' 

らしい。 豊吉は 物に 襲われた ように 四辺 をき よろ きょ 

ねりべ い かど あたり 

ろと 見 まわして、 急いで 煉 塀の 角 を 曲がった。 四辺に 

は 人ら しき 者の 影 も 見えない。 

『四郎 だ四郎 だ、』 豊吉は ぼんやり 立 つ て 目 を 細く し 

て 何 を 見る ともなく その 狭い 樹の 影の 多い 路の 遠く を 

ながめた。 路の 遠くに は 陽炎が うら うらと た つてい る。 

かんちく 

一匹の 犬が 豊吉の 立って いるすぐ そばの、 寒竹の 生 

うさん 

垣の 間から 突然 現われて 豊吉を 見て 胡 散そう に 耳 を 立 

てた が、 たちまち 垣の 内で 口笛が 一 声 二 声高く 響く や 

犬 はまた 駆け込んで しまった。 豊吉は 夢の さめた よう 



水の 底 を じっと見て、 もう 傍らに 人 ある を 忘れた よ 

うで ある。 

あにき 

豊吉は あきれて しまった。 『どうしても 阿兄の 子 だ、 

おもざし あにき 

面相の よく 似て いるば かり か、 今の 声 は 阿兄に そつく 

こども え 

り だ』 となお も 少年の 横顔 を 見て いたが、 画 だ、 まる 

で 画であった！ この 二人の さま は。 

川柳 は 日の 光に その 長い 青葉 を きらめかして、 風の 

そよ ぐ) 」 とに 黒い 影と 入り乱れ ている。 その 冷ややか 

みき わ ふと こども た 

な 陰の 水際に 一 人の 丸く 肥ッた 少年が 釣り を 垂れて 深 

ふち こども 

い 清い 淵の 水面 を 余念な く 見て いる、 その 少年 を 少し 

隔れて 柳の 株に 腰かけて、 一 人の 旅人、 零落と 疲労 を 



河 舟の 小さな のが 岸に 繫ぃ であった。 豊吉 はこれ に 

とも づな み ざお 

飛び乗る や、 纜を 解いて、 棹 を 立てた。 昔の 河 遊び 

しゅれん かしん 

の 手練が まだの こって いて、 船 はする すると 河 心に 出 

た。 

くま 

遠く 河す そ をな が むれば、 月の 色の 隈 なきに つれて、 

河 霧 夢の) J とく 淡く 水面に 浮か んで いる。 豊吉は T J れ 

み ざお 

を 望んで 棹 を 振る つた。 船い よいよ 下れば 河 霧 次第 

に 遠ざかって 行く。 流れの 末 は 間もなく 海で ある。 

豊吉 はついに 再び 岩 —— に 帰って来なかった。 もつ 

とも 悲しんだ もの はお 花と 源 造で あ つ た。 

(明治 三十 一 年 八月 作) 
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